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貧品加工に関する単位操作の中で 食 品の殺菌 静 由と

いった品質保持のための有害祉生物制御は 食 品の安全

安心を確保するうえから最も重要な技4TIであり 古 くから

さまざまな伎Zllの開発が行われてきた.こ の中で
一般に広

〈利用されてきた方法には 加 熱による物理的処理と殺菌

剤による化学的処理がある.し か し こ れらの方法では風

味への悪影響 (オフフレーバー)や 殺菌剤の残留などの問

題が指摘されており こ のため既存の処理方法に代わる新

たな技術へのニーズが高い.こ うした視点から 全 く新 し

い発想から生まれ既に一部で実用化が進められている技術

である 高 電界による殺菌と超微細気泡 (ナンバブル)に

よる殺由について 基 礎から応用までお二人の読師にご紹

介をいただ 〈.

『度流高電界織n新による癒状食品の設菌J
通電加鱒/高 電界バルス/交 流高電界殺菌/交 流高電界技術の応用

議師/植 村 邦彦氏 1独)農業 食品産業技術精含研究機障食品総合研究所 先贈加工技術ユニツト長
悟士(農学)

ブロフィール 11987年 九州工業大学大学院電子工学専攻楼土課程幡7 10a7年 浅林ネ産省食品結合研究所入PFl
1998年 博士号取得 (筑波大学)1999年 フィンランドロ立微生物工学研究所留学 2003年 催林水産省lt合食料局

食品産業企画課出向 2005年 独立行政法人食品結合研究所マイクロチャネルアレイエ学チーム長 2006年 ぢ営立行

政法人農研機構食品結合研究所先増加工技術ユニット長 現在に至る

学

『極微綱気抱による無棄抗浄・殺宙技術J
ナ′ピコバブル生成技術からHACCP ト レーサどリティ及びポジテイブリス ト制度に適合する超散細気泡

ら用技術に関する報告

講師/松 村 栄泊氏 ネィチャーズ耐 代表取締役

ブロフィール 1 985年 日立社構エンシエアツング株式会社 半 導体用製造装置 FL延機等の技術開発  995年 君

津化学工業株式会社 (現iキ ミカ)生 産 す本部ゼネラルマネジャーとしてマリンバイオボリマ
ー/海 漢原料の増粘

多糖類食品添加剤の製造に関する技fI開発に従事 2001年 ネィチャーズ株式会社割楽 現 在に至る
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